
琵琶湖から生まれ、
未来へとつなぐライフスタイル
11⽉4⽇ (月・祝) 13時半〜16時半
会 場：キラリエ草津（草津市⽴市⺠総合交流センター）303会議室

 ＪＲ草津駅東⼝から徒歩５分 〒525-0032 滋賀県草津市⼤路⼆丁⽬1番35号
対 象：どなたでも 地域で住⺠活動に取り組んでいる⼈におすすめ
定 員：３０名（10⽉30⽇締切。ただし定員に達した時点で締め切ります）
参加費： 無料

411 月・祝 13時半 16時半

琵琶湖・淀川流域圏で活動する、ごみの発⽣抑制など環境に配慮したライフスタ
イルの普及に取り組む市⺠団体が集い、課題共有や意⾒交換を⾏う場を設けまし
た。府県境を超え、同じような課題を抱える団体が、同じ⽴場で、課題克服の⽅策
や連携について話し合います。
どんな団体がどのような活動をしているか、参加したい活動団体を求めている⼈は
もちろん、話し合いに参加したい⼈も歓迎です。どうぞご参加ください。

きんき環境館 担当 堀 岡見 office@kankyokan.jp
〒540-6591 大阪市中央区大手前1-7-31 OMM 5F
郵送の場合：「OMM ビル内郵便局私書箱111号」
TEL 06-6940-2001  FAX 06-6940-2022 https://www.kankyokan.jp/

FAX、郵送でのお申し込みは、下の欄に必要事項をご記載のうえ上記までご送付ください。

お名前

電話番号

E-mail

記載いただいた個

人情報は、このイ

ベントの連絡にの

み用います。

活動されているグループ（あれば）

ご連絡先
-　　　　　　　-

　　　　　　　　　　　　@

佐藤祐⼀⽒
滋賀県琵琶湖環境科学研究センター専⾨研究員
辻博⼦⽒
しがローカルSDGs研究会事務局⻑
⾦⼦利佳⽒
ビワコゼロウェイスト共同代表
南村多津恵⽒
くうのるくらすの創造舎代表
柳澤知伽⽒

Linkしが代表

原⽥禎夫⽒
NPO法⼈プロジェクト保津川代表理事
下村委津⼦⽒

NPO法⼈環境市⺠副代表理事
庄⽥佳保⾥⽒

NPO法⼈いけだエコスタッフ理事⻑
⽔川晶⼦⽒
アジェンダ21すいた幹事 資源部会代表

参加・発表予定団体 （裏⾯に各団体の簡単な紹介を掲載しています）

しがローカルSDGs研究会、きんき環境館、環境省 近畿地方環境事務所
こちらからも
お申し込みできます



（変更の場合あり）

13:30 開始 開催趣旨説明
13:40 事例紹介１〜4（発表順は今後決定）
14:20 1〜4の事例紹介を受け、

  共通課題Aの議論
14:50 休憩
15:00 事例紹介5〜8
15:40 5〜8の事例紹介を受け、

  共通課題Bの議論
16:10 全体のふりかえり
16:25 連絡事項等
16:30 終了
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NPO法⼈プロジェクト保津川
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下村委津⼦⽒
NPO法⼈環境市⺠
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庄⽥佳保⾥⽒
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資源部会代表

1992年設⽴。持続可能で豊かな社会・⽣活をビジョンに掲げ、全国の団体と協働で
「企業のエシカル通信簿」や「全国スーパー環境調査」などに取り組んでいる。スーパー
調査の結果をもとに、滋賀県への政策提⾔を⾏い、今秋県統⼀環境掲⽰が実現⾒込み。
池⽥市⽴3R推進センター(エコミュージアム)の運営や⼩学校教員の授業づくり⽀援など

地域資源を活⽤した環境学習を推進。リユース活動から得た資⾦で市⺠共同発電所の設置
も⾏う。近年、庄⽥⽒が農業委員を務めるなど環境⾏政以外との連携がひろがっている。
⻑い間、ノーレジ袋運動に取り組んできた。プラごみ削減のための「神崎川河畔プラご

みゼロアクション」を毎年⾏っている。プラ容器削減のため「マイボトル対応カフェマッ
プ」によるマイボトル運動や「⽔道⽔を飲もうキャンペーン」などの活動。

流域における⽔や物質の動態の研究をする傍ら、住⺠参画での地域の環境保全の推進を
実践的に取り組んでいる。琵琶湖・淀川⽔系のプラスチックごみの量や実態についても研
究。MLGsの案内⼈代表も務めている。
SL2では、地域資源を活かした循環型の地域づくりに向けて、学習会等を開催する他、

⼩学⽣のプラごみ研究会「Rキッズ」の運営、地域共通リユース容器「リパコ」の仕組み
づくり等に取り組んでいる。辻⽒はSL2設⽴メンバーで設⽴時より事務局を務めている。

⽚づけの仕事の現場で捨てられるモノの多さに問題意識を持ち、徳島県上勝町を訪問
後、SDGsワークショップを体験した４⼈とグループを結成。主婦⽬線のライフスタイル
の変化を提案する活動を開始。滋賀版くるくるショップを模索中。
環境カウンセラー、会議ファシリテータ、市⺠活動＆環境学習コーディネータ。都市で

どこまでサステナブルな暮らしができるかを実験的に楽しみ発信している。気候危機の視
点から最近は主に⾃転⾞と公共交通を活かしたまちづくり活動に参加し、エコ通勤の普及
に努める。
2011 年より「滋賀から整理収納で⼈と地球の幸せを」をビジョンに掲げ、⾐類や着物

の交換会、 ⼩学校出前授業などを⾏う。誰でも取り組める整理収納でライフスタイルの⾒
直しや 3R を促進し、環境にやさしい暮らし⽅を提案している。

⻲岡市は「レジ袋禁⽌」で注⽬されたが、その実施を⽀えたグループの⼀つ。「マイク
ロ・プラスチックストーリー⽇本語版」の吹き替え活動や⼩学校への出前授業など、海ご
み問題を⾃分ごとと受けとめる⼈づくりにも⼒を⼊れている。


